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大和国田原本陣屋町の地域構造
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1.はじめに

(1) 研究史と問題点

土平 博

市においてその機能の貫徹をみることができる。

さらに近世都市は，専業的商工人を生み出し商

工業機能の発展を促進させる場となった。これ

らの過程は，現在の都市の根底を成していくも

のであった。

このように，現在における都市の成立を考え

る上で，近世都市が担った役割を位置付けてい

く必要がある。この関連において，都市の地理

学的研究は，その多くが歴史的所産であるとい

う意味からも，近世都市と時代との絡み合いの

中で考究する歴史的地域構造論の立場は重要で

ある幻。

近世都市の研究は，藤本利治の近世都市3) の

機能類型をはじめ多くの研究者によってなされ

てきた。その中でも，近世の政治都市に代表さ

れる城下町の歴史地理学的研究は，小野均的を

契機とし，矢守一彦5) らによって一つの体系が

確立した。しかし，近世都市の典型として城下

町研究が進んだのに対し，城下町に準ずる存在

と考えられる陣屋町の研究は，研究史上若干の

例がみられるだけである。

さて，本稿で捉えようとする陣屋町とは，形

態的及び機能的にどのような集落と考えること

ヨーロッパでは，都市間の存立関係はヨコの ができるのだろうか。陣屋町の核となる陣屋と

並立関係において把握されるべきものに対して， は，①古来，軍兵の駐屯した軍営，②江戸時代

わが国を含むアジア地域では政治体制と深い関 には代官・地頭などが各任地に所有している屋

わりを持って成立し，言わば各都市聞はタテの 敷・役宅， (3)江戸時代に無城の大名あるいは交

縦列的関係を発端としている1)。

わが国では，古代都市においてその関係を機

能させるため，都市の内部に階層別居住区を形

成させた。そして，全国各地に分布する近世都

代寄合などの館舎をさすへまた， これら以外

にも広義には，④近世には高禄の旗本の居所，

⑤藩の飛地領支配のための役所，⑥大藩の重臣

の居所7)などが含まれるヘ
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しかし，陣屋は，概ね領域を政治的に束ねる

意味での中心であり，その周辺には家臣を集住

させ，また，経済的な安定を図るために商工業

者を居住させようとしたにちがいない。それな

らば，陣屋を中心とする集落は町場に相当する

ような，ある程度の規模をもっ計画的な形態を

とっていたであろう。

陣屋と町場は相互に作用をもちながら形成さ

れており，また，それら一体となった陣屋町は

領内の中心的集落であった。そこで，陣屋町を

内部構造および領域内における位置付けの点か

ら考察する必要がある。

の歴史的過程の中で捉え直す意味からも，陣屋

町研究は重要であると考えられる。

(2) 本稿の目的と方法

これらの研究状況をふまえ，筆者は陣屋町の

地域構造にアプローチするため，まず全国にお

ける陣屋町分布を概観する。ついで，石高が低

く，交替寄合ながらも町場を発達させた平野氏

の田原本陣屋町を研究対象地域としてとりあげ

る。

田原本に関する先行研究には，山崎俊郎によ

る近世の状況を解明し近代を中心に村落構造を

陣屋の場合，域下町と比較すると，徳川幕府 明らかにしているもの11)があるが，陣屋町とし

成立より明治維新に至るまで通して続いたもの で田原本を捉えようとしたものではない。

はそれほど多くはない。近世初頭に設置された 近世において，大和国田原本は寺内町を形成

陣屋が，領主の転封，除封などによって閉鎖さ しつつあり，その途中，寺の強制退去によって

れ，それ以後入封がなく廃止されている例も多 陣屋町と成り得た。寺内町当時に，ある程度の

くみられる。また，近世中期頃になり新しく設 町屋地区の形成がみられる。町における居住者

置されて明治経新に至る例や，設置後わずか数 の生活機能を束ねる中核カ王寺から陣屋へと変

年で廃止される例もあった。このように陣屋の 容し，もとの寺内町を取り込みながら陣屋町が

存在期間から考えると，域よりも設置または廃 発展したものと考えられる。そして，このこと

止が容易で‘あったと見なしうる。 は，幕藩体制下で陣屋町が長期的に存続し得る

陣屋の存在が前述したような短期間であった ことができた要因として重要な意味をもっ。

場合，必ずしも町屋の部分が成立し得たかは疑

わしい。町屋の部分の捉え方では，中島義ーは

1万石大名の域下町を対象にして， r域下町の

成長を左右する要素として土族戸数・領内戸数

・存続期間の長短との関係を検討し，土族戸数

・領内戸数が多く存続期間の長いものが多く都

市として成長し，これに反するものは多く村落

的景観に終始したJ9) としている。また大越勝

秋は伯太陣屋について， r城郭， 商工業者の町

屋，寺町はないが，小城下町の感」があり，

「政治的な軍事的な施設のある特殊な封建村

落」山としている。

陣屋町のすべてを城下町のように近世都市と

して扱えるかどうか，既往の研究から言い切る

ことは難しい。しかし，陣屋町の形態的および

機能的な事例研究を積み重ねていくことは，近

世都市の全体像の把握にとっても不可欠で、ある

と言えよう。現在における低次の中心部市をそ

田原本陣屋町の地域構造を明らかにするため

に，まず，町内の居住者に焦点を当てることに

より， ミクロな分析が必要と考える。そこで，

18世紀後半における町屋地区の復原を試み，こ

れらから町屋の形態的な分析を進めるとともに，

土地の所有関係から社会階層について考察し，

また，これらをふまえて各町における居住者の

渡世をみることによって，町の性格付けを行な

う。さらに，局辺村落とどのように関わり，地

域構造を成立させていたかについてもみていき

たい。

II.陣屋町の全国分布と田原本陣屋町の位置

幕藩体制の下では，城持ちでない大名の陣屋

町は，慶長19(1614)年には52，貞享元 (1684)

年には86，享保17(1732)年には 105，文化 10

(1813)年には 108， そして明治 2 (1869)年

には 127を数えるは}。しかしながら9 交替寄合
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や旗本，代官・郡代などを含めると，この限り

ではない。とくに交替寄合は，参勤交代もあり，

石高こそ低いものの，格式では城持ちでない大

名と大きな違いはない。交替寄合は，天保期に

おいて20家主f数える問。

これらを加味しながら，城持ちでない大名と

交替寄合の陣屋町の分布状況を把握すると，次

のような特徴がみられる。江戸を中心とする上

総，下総，安房，下野，上野，常陸，相模，武

蔵の近隣諸国，名古屋を取りまく三河，美濃，

伊勢の諸国，大坂を中心とする摂津，河内，大

和，和泉および近江の諸国に集中的に分布する。

これらの地域は江戸幕府の政治支配において重

要な拠点であったため，小藩・零細藩を意図的

に配置した。このことと陣屋分布卓越が密接に

関係しているのである。譜代・外様の区別では，

譜代(家門を含む〉の陣屋が江戸を中心とする

近隣諸国に多く分布し，一方，外様は畿内，四

国から九州地方，東北地方に分布している。域

と同様，江戸を中心とし距離的に遠ざかるほど

譜代の陣屋が減少し外様の陣屋が分布する傾

向がみられる。

前章でも述べたように，各陣屋が城下町のよ

o '1くM
'===巴~

図 1 田原本平野領と田原本陣屋町

A.田原本村， B.保津村， C.薬王寺村， D. 

十六面村， E.竹田村 F.佐味村， G.満田

村， H.奏楽寺村・九品寺村1.飯高村，太

線枠内は現在の田原本町域を表わす。

らに，他の要因も加わって長期的に存在してい

くことになったものと考えられる。田原本藩は，

明治元(1868)年に平野長裕が旧領5000石を石

うな町屋を必ず伴っていたわけではないから， 直しして，計1万石として藩を成立させている。

陣屋所在地の分布を町場の分布として捉えるこ 藩としての田原本陣屋の存在期間は短期間であ

とは短絡的であるように思われる。しかし他方 りながらも p 交替寄合として平野氏の政治的中

では，障壁の存在期聞がわずかであっても，非 心地であったことにまちがいない。

農業的要素の強い商工業者集住による町屋が形

成されていた可能性もある。それは，陣屋を設

置する以前に，単なる農村ではなく，寺内町や

港町，域下町，門前町，宿場町などの性格をも

っており，陣屋設置後にそれをうまく取り込む

形態で陣屋町を形成させた場合である。

大和国内では，郡山藩を大藩として，小藩と

旗本領山，天領，寺社領が錯綜していた。その

ような領地錯綜の中で田原本平野氏は，十市郡

Jこ5000石のひとまとまりの知行をうけていた

(図 1)。町場としての田原本を概観すると，近

世初期には平野氏が寺に統治を任せており，寺

内町として計画的な町割に起源をもっ。陣屋町

以前に町場としての機能が形成されていて，さ

m.田原本陣屋町の形成

(1) 寺内町的性格としての田原本の発展

田原本に寺内町が計画される以前にも，そこ

には集落が形成されていた。文禄検地15)によれ

ば，屋敷は小室6軒，法花寺4軒，北口 2軒，

御屋敷下12軒，三輪町7軒，材木町下5軒，味

間町下1軒，堺町下4軒，南本町丸木橋1軒，

内町21軒，他1軒の記述がみられる。これらの

位置をみると，陣屋町北側の小室，陣屋，そし

て南側の楽団寺を中心とした門前に位置付ける

ことができるo 他は田畑が存在していて，寺内

町は，主に畑の位置に計画的な町割が行なわれ

たものである(図 2)。また，条里地割の関係に
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図2 田原本における町場形成以前の小字別田畑数

cr文禄4年大和国十市郡田原本御検地帳・元禄10年

写」および「大和国条旦復原図」より作成〉

えた。この位置を陣屋の敷地に選定したことは少

環濠や竹薮，川や堤防を利用して町屋地区との

聞を隔てることを考慮したものであろう。

当時，教行寺は寺内町の自治組織に大きな影

響力を持っていたため，交替寄合平野氏の政治

支配と経済的掌握は及ばなかった。教行寺退去

による平野氏の町屋地区の統括は，領内の政治

・経済的掌握の貫徹を意味するものである。平

野氏は，教行寺を箸尾村1川こ退去させ，慶安年

聞にはその跡地の南半分に円城寺18)を誘致し，

さらには万治年聞に北半分に本誓寺1引を入居さ

せてきた。事実上，田原本は教行寺退去によっ

て寺内町の機能が失われ，町屋構造に大きな変

化が生じたものと考えられる。

おいても， 17坪分にほぼ一致する。

教行寺の支配を受け形成されつつあった寺内

町の規模は，方一町の寺地と三町の町であった。

そして，教行寺の寺内町運営は請地 120石分の

町のみで，町人たちから地子の徴収と町の運営

にあたる町年寄の任に関わっていた。残る 400

石は田原本村で村庄屋が支配していた。近世の

初期において，領主一庄屋一村方，および教行

寺一年寄一町方16)のこ元的な統治が行なわれて

いた。

しかしながら寛永12(1635)年，教行寺を

中心とする寺内町は転機をむかえた。平野長勝

は，奥垣内・奥屋敷と呼ばれた環濠集落内に居

住していた百姓らを代替転居させて，陣屋と家

臣団の屋敷を設けるとともに，教行寺を退去さ

せることによって，町の構造に大きな影響を与
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(2) 平野氏の陣屋形成

平野長勝は領内薬王寺村藤井氏の邸を仮陣屋

として，寛永12(1635)年から田原本に陣屋を

建設にかかった。前述したように，その当時，

田原本は教行寺を中心とする寺内町を形成して

いたため，陣屋は町屋地区の中心部ではなく，

その東部にあたる奥垣内をその敷地とした。

陣屋の敷地は，東部に北流ずる寺川，西南部

には寺Jllから取水した水路に挟まれ， 東西約

100m，南北約300mの範囲に位置し，四方は濠

や土塁で囲撰されていた。この地は，かつての

垣内・薮の内・奥垣内・奥域敷と呼ばれた中世

以降の環濠集落を取り込んだ屋敷地であった。

河川などの自然条件をはじめ，水濠・土塁など

のかつての構造物を巧みに利用するためにこの

地が選定された。

陣屋の完成は安永元 (1772)年で， ここに家

庄団を集住させた。縄張奉行の名や屋敷数，御

4 

1陣屋(田原本県庁) 2平野氏屋敷

3図家臣図屋敷

う

図3 田原本陣屋内屋敷配置図

(田原木県庁<旧陣屋>図より作成〉

屋敷などの具体的な規模は，史料の点から明確

ではないが，田原本県庁の図20) (図3)から，

陣屋町が機能していたころの状況がある程度推

定できる。これによると，陣屋を中心としてそ

の周辺に家臣団の屋敷が配置されていた。

しかし，寛文8 (1668)年には田原本に火災

があり 21)，陣屋町は消失している。火災の規模

などは明確ではないが，陣屋町の構造に大きな

影響を与えた。

寛永12年の教行寺退去と寛文8年の大火災は，

田原本からの町人流出と，一方では周辺集落か

らの町人流入を促進させ，町の内部構造に変容

をもたらした。田原本が陣屋町として本格的に

機能を果たしていくのは，これ以後のことと思

われる。したがって，数十年間，田原本の町は

寺内町から陣屋町へと変容していく移行期聞が

あった。

新町

寺
川

)11 

寺

i豪
劫:

o 100m 
』聞鴫ー由ー-白幽圃圃品

図4 田原本陣屋町の概観
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N. 田原本陣屋町の内部構造
置する南町へと通っている。これは近世の中街

道にあたり.寺内町の形成時にはこれを基本と

(1) 陣屋町の町割 なして西側へ町割が行なわれたものとみること

町割の骨格となる要素は，道路や水路である。 ができょう。この町割は中街道と平行して，柴

各々の地割が統合や分割によって変化するのに 町，本町，茶町のそれぞれを南北に走る道路を

比して，道路や水路は後世へもその形態が継承 基本としている。また，これらに直交して主に

される可能性は高く，また，現在の状況から町 4本の東西方向の道路が町割計画に組み込まれ

全体を把握するためには重要な要素と考えられ たものであろう。大門町，南町については陣屋ム

る。そこで，道路と水路に着目し町割について 町形成後の拡大部分と考えられ，寺内町当初の

捉えておく(図4)。 計画とは少し異なる。

町屋地区と陣屋との間には(阿嶋町・材木町 また，道路に関して現地で実測を行ない，表

を通る〕南北道路が1本通り，町の最南端に位 1のような結果を得た。若干ではあるが， 1"通戸

表 1 回原本陣屋町における道路と水路の実誤rr結果

(単位:道路m，水路C悶}

道 路 水路幅(平均) 担.11点数

t 

北側 i南側 i東 側 ! 西 側道路名(方向) i平均幅 75 
E ' z ' 

魚町通り(東西) ' 3.20 23.4 24.7 ' 7 a s 
E 

‘ ' t a 
E 1 

t ' E 
E ' ' B A 

浄照寺門前から東へ至 3.30 19.3 18.5 i 10 
通り(東西)

B ' ' 自 1 I 
B E 
g 

津島神社北側(東西) 3.56 20.9 25.9 11 
' t ' E Z 

' E 

I 
t 

t E 

茶町通り(南北)
2 5 自

s 3.71 ' 23.9 20.1 7 z E 

' E 
E ' E ' 『 E 

g t ' 本町通り(南北) E 3.86 22.1 16.3 7 
E ' s t 
s 1 
B t 
g 

柴町通り(南北) ー 3.53 ' 19.1 18.7 10 
‘ g 

2 2 t 
t ' 

g I 

中街道(南北) (陣屋 i
E 

6.87 E 79.8 22.2 6 t 

' E ' 前) ' B 

‘ 
B 1 

' E 
E E ' 中街道(南北) (昧間! 3.76 

E 21. 2 20.4 11 2 

材木町)
E 
E 
E 
t 

目、 『
』

三輪町(南北) 3.69 
s 

3 ' 27.0 68.7 6 
‘ 『

t 

' E e g 
E 

t a 

全平均 B 3.94 21. 2 23.0 32.2 27.7 8.3 
' ' ' 

注)道路(水路)平均幅=全測量数/測点数 ( 1988年12月11日現地実測}
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り」と称される南北道路が，東西に比して幅が

広く，間口の方向との関連からみても南北道路

が主たるものとなっていた。

次に，濠と水路について触れておく。陣屋を

囲渓するようにして濠が形成され， また， この

中には中世城館の土塁や濠が残され，陣屋形成

時にこれを巧みに利用したものと考えられる。

また，寺内町形成時に掘られたものと推測でき

る濠が，魚町の北側から本誓寺・浄照寺の西側

へ回り，そして，津島神社の南側へと町屋地区

全体を困撲寸るように存在する。東側には濠は

存在しないが，寺川が濠の役目を果たしていた。

町屋地区の各町には水路がみられ，それらは

道路に面するものと，区画と区画の間に位置す

るものがある。道路に面する水路は専ら排水機

能をもっていたものであるが，区画と区画の境

にあたる水路は排水機能をもっとともに各町の

境界を意味し，背割溝と称された。

表
五
間

一
壱
畝
廿
分

奥
行
拾
問

弐
斗
六
升
七
合

弟
弥平

助六

表
五
間

一
壱
畝
廿
分

奥
行
拾
間

弐
斗
六
升
七
合

太

助

本
町
分

南
東
側

表
八
間

一
弐
畝
廿
分

物
成
高

奥
行
拾
間

四
斗
弐
升
七
合

五
郎
四
郎

新

蔵

史料 1 「惣町分井毛附畝附物成高・南新地大

門町畝附取米帳」の書式
(2) 町の地割

歴史地理学において町を復原する際，町絵図 の道路に対して北または南側の間口をもっ区画

を用いることが一般的である。しかし，現在， がなされていた。九軒町では南北・東西の道路

田原本陣屋町では陣屋町成立当初の町絵図は見 があり，南北道路には東か西側の，東西道路に

当らない。そこで， r安永8(1779)年惣町分井 は北か南側の間口をもっ区画がみられる。

毛附畝附物成高・南新地大門町畝附取米帳J22) 八幡町・阿嶋町・材木町・堺町・南町(南本

と「田原本村絵図写J23)を用いて陣屋町を形態 町〉・三輪町・大門町は， 陣屋形成以降に陣屋

的に分析する。安永期には陣屋町は完成してお 町計画に組み入れられ，内町に対して外町に称

り，町屋構造の展開を見る上で重要な史料と受 された26)。八幡町・阿嶋町・材木町・南町・大

けとめられる。 門町は南北道路に対して東か西側に間口をもっ

まず，本史料(書式は史料1)により陣屋町 区間27)を，堺町は東西道路に対して北か南の間

の地割に注目し復原図作製を試みた。そこで復 口をもっ区画を成していた。

原図(図 5)に従って，各町名山ごとに地割の

概観を述べていく。

柴町〈市町)・本町・茶町・九軒町・魚町は，

教行寺支配のころに計画的な町割がなされはじ

めた。これらの 5町は，安永期には内町と称さ

れた2ヘ前節で述べたように，町割は柴町・本

町・茶町が南北に 3列に長く，その北側には東

これらの間口の方向と前節で述べた町割から，

町屋地区の形態について既往の研究に従って触

れておく。形態的な城下町研究において， r通
り」と「筋」の関係から「タテ町Jrヨコ町」

を捉えたものがある 28)。これに従うと，田原本

陣屋町では陣屋の門に対して街道は南北に貫き，

それに平行する南北の道路を「通り」と称して

西に長い魚町，南側には九軒町が位置する。こ おり，また，各町における区画の間口方向から

のような町割において，柴町・本町・茶町は南 捉えても，基本的には「ヨコ町」型の町割をと

北の道路に対して東または西側の，魚町は東西 っているものと考えられる。ただし，魚町につ

- 7 ー



o 
z 

b関口の方向

100 
a 

200m 

図5 田原本:陣屋町復原図

(1安永B年惣町分井毛附畝附物成高・南新地大門町畝附取米帳」より作成
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(関)

以上

14 

13 

12 

11 

奥 10

9 

行) 

8 

7 

6 

5 

未j筒

Fl C2 J4 12 G2 J4 Fl L 1 H1 Jl 
J2 H2 L5 12 J 1 

L5 13 J6 L4 

H1 K1 K3 F1 H1 J1 

K3 Jl 

K2 

Hl F1 Fl Ml M2 Fl M2 

Ml Jl 

L1 

K5 02 E2 02 K7 03 K6 E1 E1 

Ml K13 K2 El M1 E2 M2 K2 

M3 M1 G1 F1 M1 

C2 A1 A503 A404 A1005 A5 03 A2 E A1 

E1 C3 82 B5 E2 812 E 1 B5 E1 C2 B2 

E1 C3 C3 C8 K1 C7 K2 02 

J1 C3 01 Cl J 1 II Cl 

Kl Ml 

02 

F1 G1 J1 C1 

Hl F2 II 01 82 L1 01 J1 

J1 Cl Fl 

02 K2 

01 Fl 01 G1 Fl Cl I 1 H1 

H1 J3 G2 H4 G1 G2 

Hl K1 H2 H1 

F2 01 Jl Fl 1 1 K1 

G1 Fl K1 

未満1 2 3 4 5 6 7 8 

(関 口 )

図6 田原本陣屋町における町屋の関口と奥行の関係

A.柴町， B.本町， C.魚町， D.茶町， E.九野町， F.八幡町， G.味間町，

H.材木町I.三輪町， J.堺町， K.南本町， L.南新地， M.大門町

(i安永8年惣町分井毛附畝附物成高・南新地大門町畝附取米帳」より作成〉

H1 

J2 

H1 

Kl 

A3 E1 

B6 

C3 

D1 

I 1 

D1 

H1 

9以上(間)

いては，陣屋における門の位置とも相まって

「タテ町」型的な要素を備えている。

画が 132カ所と最も多く，また奥行は全体とし

ては不統ーではあるが，町ごとにほぼ統一性を

もっている。これらは城下町にみられる短冊型

の区画と考えられる。そして，この短冊型の区

画を町ごとに検討することによって，差異があ

ここまでは史料に沿い復原状況を町ごとにみ

てきたが，各区画における間口と奥行の関係に

ついて図6を作製した。図6からそれぞれ町ご

との地割について特徴付けることができるが， らわれる。奥行に関しては，内町において統一

全体を通してまとめると次のようになる。 性が強いが，外町ではその統一性は薄れている。

田原本陣屋町では，間口は 4~6 聞をもっ区 間口よりも奥行が短い区画は外町部分に多く見
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られる。外町では，広大な区画と狭小な区画に 明らかになった。柴町をはじめとする本町・魚

顕著な差が見られる。また，広大な区画におい 町・茶町・九軒町の内町に関する部分は，寺内

て内町と外町に違いが見られる。それは，内町 町時代から寺を中心として取り囲むように計画

では間口が長く，外町では奥行が長いという傾

向が強い。

このように，大小の区画が組み合わさり，町

割を形づくっているが，本来，町計画において

は間口 5間×奥行10聞といった区画に基づいて

いた可能性が高い。そして，以後区画の分割や

併合が繰り返され，安永 8年の史料にみられる

形態になったものと考えられる。

以上のことから，町ごとの特徴が次のように

された町とみることができ，それは地割の整い

方に裏付けられる。これら内町部分に接しなが

らも東側に位置する阿嶋町・材木町・堺町は，

もともとの集落としては起源を古くするが，計

画的な町割は，陣屋町形成時に行なわれたもの

とみなすことができる。これらの町と北側に位

置する八幡町，東側の三輪町，南側の南町，大

門町は，それぞれが組み合わさり，一陣屋町と

て形態上一体化したように見受けられる。しか

表2 田原本陣屋町における町別土地所有集積

町名 氏 名 所有数 総面積 町名 氏 名 所有数 総面積

i建
4筆 9畝10歩 3筆 9畝28歩

柴 3 5 10 
材木町

1 9 4 
2 4 26 3 5 5 

町 1 3 15 門 2 3 9 
2 2 8 1 2 29 

関半清治七郎門

2~奈 8畝25歩

七弥量菊兵民右主松街衛河

1筆 3畝 8歩
本 3 6 20 堺 l 3 8 

2 6 1 2 28 
町 3 5 町 1 2 21 

1 3 15 1 2 6 

半情兵コ衛費衛
3筆 5敵11歩

弥五平彦五歯七車六郎
2筆 5畝16歩

魚 2 3 28 

輪町

1 4 20 

七久四兵郎郎 衛衛
2 3 16 l 4 8 

町 1 2 19 2 4 5 
4 2 11 1 3 11 

半草本拍兵七望
6筆 19畝5歩

主伊治喜兵兵兵右衛器衛衛門

2筆 4畝14歩
茶 1 4 10 

大町門
4 4 14 

2 3 25 2 3 25 
町 誓兵寺衛

1 3 3 1 2 25 
2 2 22 1 2 25 

2筆 5赦10歩

半医伊平三九高助郎郎

3筆 5畝14歩

軒町九
2 4 28 南 1 4 2 
3 3 24 1 4 
1 2 23 fl!J 1 4 
1 2 10 1 3 19 

主伊勘喜重11
2筆 23畝24歩 2筆 4畝22歩

八 4 4 2 
新南地

2 3 11 

幡町 右兵ノ衛衛、門
2 3 26 1 3 
1 3 10 1 

3 218 2 2 22 1 

5w甚日iハ
4筆 3畝 7歩

「安永8年惣町分弁毛附畝附

鳴町阿
4 3 3 
l 3 28 物成高・南新地大門町畝附
1 1 28 

五郎 1 27 取米帳」より作成
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し，一体化しているようにみえる陣屋町は，各 態をとっているが，一部分では点在し所有しい

町ごとに異なる機能を果たしていたので、はなか

ろうか。

また，柴町，本町，茶町，材木町の各々には

奥行に比して間口が広い区画の屋敷地があり，

有力者存在の可能性が高い。したがって，屋敷

地の所有者に注目し，それらの関係を把握する

必要があるとともに，形態面に加えて各町の機

能を考察することが重要となる。

(3) 土地の所有関係

前節て、扱った史料29)を用いて，町別に所有者

の土地所有数と所有面積を読み取り，総面積の

大きい順に上位5人を示した(表 2)。左から，

所有者氏名，所有数，総面積を示している。

八幡町伝右帯門は，所有数が少なくかっ最大

の面積を所有している。次いで茶町半七は広大

な面積を持つが，八幡町伝右衛門と異なって所

有数が多い。逆に，所有数が多いながら総面積

が小さい土地所有者は，魚、町久兵衛である。史

料から判断して，これは，以前に細分割されて

いたものを魚町久兵衛が新たに所有したものと

考えられる。このような例は，柴町・本町・茶

町・八幡町・材木町でもみられ，各々の土地所

有者が複数の土地を所有しており，かっそれら

る場合もみられる。しかし，南町のようにあま

り分割されず，一所有者が一区画を所有する形

態をもっ町も存在する。

したがって，柴町，本町などの比較的町起源

が遡る陣屋町中央部分では土地所有における階

層関係が顕著であり，逆に町の起源が比較的新

しい南町・大門町などの陣屋町南側では，一区

画ごとの面積や所有関係からみても格差は顕著

でなく，極端な差のある階層関係は考えられな

いのである。

v.田原本陣屋町の機能

(1) 町屋地区の職業構成

前章で指摘したことを受けて，職業構成をみ

ることは，町屋地区の内部構造のみならず周辺

部分との結びつきを知る上でも重要な視点と考

えられる。

田原本陣屋町の場合，町の起源が寺内町であ

るため，その名残と考えられる魚町・茶町のよ

うな専門的職業を示す当時の町割，町名が残さ

れている。しかし魚町に魚屋，茶町に製茶を

営む集団が居住していたかは疑わしい。

そこで筆者は，職業構成を知ることができる

「惣町渡世名前書控J(明治3年)30)を用いて分

の総面積は大きい。これらの土地は借家などと 析を試みた。本史料は近代に入ってからのもの

して他人に貸与していた可能性もある。 であるが，幕末の陣屋町の職業構成と大きな変

逆に，阿嶋町では，善四郎と利兵衛は数カ所 化がないものと判断できる。

の土地を所有しているものの総面積は小さい。 本史料の書式は史料2に示した。町ごとに渡

一区画の面積が小さいために，総面積はそれほ 世名，屋号，名前が記載されている8ヘ図7は，

ど大きくならなし、。堺町では七兵衛の一区画が 本史料を用いて町ごとに一軒ずつの職業名を読

最大面積で，以下の 4人が所有する面積に大き み取り，商人，職人，百姓，その他に4分類し

な差はない。南町においても，医王寺を除くと 表わしたものである。そこで，各町ごとに職業

以下は面積の差が少なく，堺町と同様の傾向が 構成をみるとともに，町屋地区の機能について

みられる。 考察を進める。

本史料に記載される安永 8年以前において， 市場町は，食料品を含め日常品小売を中心と

所有者が度々入れ替わり，その聞に分割が繰り する職業を営む屈が軒を連ね，専ら陣屋町居住

返されていたと考えられる。その際，一度分割 者を対象とする小売業を中心とする機能を果た

された土地は，茶町半七のような有力者によっ

て再び併合をみることになった。なお，土地の

所有は，原則として隣り合わせのまとまった形

していた8ヘ本町は市場町と同様に，食品関係

の小売が多く，また他に古手渡世の者が居住し

ていた8ヘ食料品以外の小売では，市場町と互
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E主主ヨ商人 露翠麹職人

大門町
(61) 

圏盟国園百姓 仁二二コその他
(手持・日雇・賃稼ぎなど)

図7 田原本陣屋町における職業構成

cr惣町渡世名前書控J<明治3年>より作成〕

いに異なる職業を営んでいる領向がわかる。し

たがって，二つの町は互いに補完する機能を果

たしていた。

本町が市場町と異質な性格をもっ点は，接客

サーピス業者が存在することと，酒造業などの

手工業者が多いことである。とくに，水と場所

を必要とする酒造業の存在は，有力な居住者の

位置付けを示すものである。前章で述べた安永

期における土地所有の関係からみても，本町は

このことに深く関わりがある。

魚町は，食品関係繊維関係・販売が多く，接

客業・手工業者が少ない特徴をもっ8ヘ 茶 町 は
かせ

商工業を営む者が少なく，手持・日雇といった

賃稼ぎのものが多い。九軒町8引には接客サービ

ス業はいないものの，小売業，手工業者が存在

する。
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外町は 8町でそれぞれ特徴付けられる。陣屋 する商工業機能を有していた。

町の北端に位置する八幡町には，内町の機能を これら 3つの機能は，それぞれの機能を補完

補うかのように食品関係の小売が存在する 3ヘ しつつ陣屋町の町屋地区を構成し，また，陣屋

八幡町の特徴は，接客サービス業の商人宿刊の を伴って一体的な陣屋町として，その周辺地域

存在がみられることである。この位置が中街道 の政治的・経済的中心としての機能を果たして

に沿い，しかも陣屋町の北端であることから， いた。

陣屋町外部の地域と結びつく機能をもっていた

ものと考えられる。味間町・材木町における食 (2) 田原本陣屋町の農村的要素

品関係の小売は，内町にあまりみられない業種 前節では商工業に着目しその職業構成につい

が存在l}へ互いに補完的な役割を果たしてい て分析したが，陣屋町は，一般に考えられてい

た。 る城下町のような専業的商工者集団の居住地と

寺川の西側，つまり，陣屋町において東端部 いってよいか，いささか疑問であることから，

にあたる三輪町は，味間町・材木町と同様に外 商工業以外の農業にも着目しておきたい。

部の地域と結びつく性格をもっている。また r惣町渡世名前書控」によると8へ百姓渡世

手工業としての機能も強い。さらには，手持， は大門町・南本町・南新町の 3町に計31人と回

日雇などの賃金労働者の存在も多い。堺町は， 原本陣屋町全体の 7割弱を示めている(図7)。

総数も少ないが，味噌・醤油を製造する業者が また，大門町内では全渡世の 4割が百姓渡世で

3人もあるのが特徴である。大門町の形成は他 あることから，農村的要素をかなり残しているα

町より比較的遅い。前述したように，南新町は このことは，大門町の南・西南側に多くの耕地

大門町よりもさらに新興的な町である。これら が拡がっていることと深い関係をもっ。さらに，

3町には，内町およびそれに接する外町の機能 魚町・本町・茶町には，北・西側の耕地との闘

を新しく補う形で，小売・接客サービス業・手 係において百姓渡世が存在する。

工業が発展している。 各町で百姓渡世の者が居住することは明らか

以上のように，町別に商工業者に焦点、を当て であるが，これらの百姓渡世の者の中には，髪

ると，田原本陣屋町の町屋地区機能は大きく 3 附・蟻燭・古手(以上，魚町〉・綿・小間物・米

つに分類することができる。市場町・本町・魚 ・紺(以上，大門町〉などを兼ねている場合が

町・茶町・九軒町の 5町(内町〉は，食料品を 多ぐみられる。これは田原本陣屋町の全体的な

はじめ，織維関係，その他の小売を営む商業者

が居住し，陣屋町での内部消費を目的として，

古くからその性格を帯びていた。とくに本町に

おける酒造業などの有力者による手工業の存在

は，安永期にみられた土地所有の集積と深く関

係があるものと考えられる。これらの町の東側

に位置する八幡町・味間町・材木町・三輪町は，

陣屋町の内部消費を目的とする機能よりも，む

しろ行商人をはじめ陣屋町外の外部消費を目的

とする機能を果たしていたものと考えられる。

これらの他地域との商工業的結びつきは，陣屋

町の発展を促進した。さらに南本町・南新町・

大門町の 3町は，内町およびそれに接するこれ

らの味間町・三輪町・材木町以外の外町を補完

性格を考えていく際に重要な意味をもっ。

さらに，陣屋町内の居住者と農地の関係から

も田原本陣屋町の特徴を指摘できそうである。

図8は， r惣町分井毛付畝什物成高・南新地大

門町畝付取米帳J(安永8年)から陣屋町内の

宮廻り畑と陣屋町に近接する農地について注目

し，その所有者の居住地との関連をみながら作

製したものである。この図は，陣屋町に接する

農地が陣屋町内の居住者によって所有されてい

ることを示唆している。また，各農地と居住者

の位置関係も把握することができる。さらには←

陣屋町以外(村方〉に居住の農地所有者が存在

することから，陣屋町近接の農地は，陣屋町内

居住者と陣畳町外(村方〉居住者との混在所有

- 13ー



語⑮品品購

'柴IIIJ
2本IIIJ
3茶町
4魚町
5九軒町

6材木町

7堺町

8大門町

9村方

10他

図8 軒屋町内(宮廻り畑〉および近接農地と所有者の位置関係

注)JI!はた堤，シメ田，西日，堀はた，ほり回の各字については正確な位置

が不明のため別記した。

(1安永8年惣可分井毛附畝附物成高・南新地大門町畝附取米帳Jより作成〉

であった。 ても農業に深く関わりをもっ渡世者が居住して

これらの農地を所有する陣屋町内の居住者が いた。旧原本陣屋町は農業的要素を強くもって

農業のみを営んで、いたと断定することはできな

い。逆に，安永年聞には専門的な商工業者ばか

りが居住していたとも考えられない。この居住

者の中には，半農半商，半農半工のような者が

いたと想定される。

前述したように，大門町をはじめとする南本

町・南新町3町は，陣屋町としては後世に発達

した部分であり，農業的要素をかなり濃く残し

ている。また，これらの町では，商工業に関し

いたものといえよう。

田原本陣屋町は，一方では町外との交渉を持

つサービス機能が一部に発達し，他方では農村

的要素を強く残す部分が存在することから，農

村的要素の濃い商工業小都市と見なすことがで

きる。

VI.田原本陣屋町の地域的展開

(1) 屋号名からみた周辺村落との関係

- 14ー
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図9 陣屋町居住者の出身集落分布

(1惣町渡世名前書控」く明治3年>より作成〉
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百済・新町・新木・鍵・ミワ・かわち・薬王寺

よしの・石見・機本がある。一方， r惣町渡世

名前書控」には，それ以上に周辺村落の屋号が

みられた。その内訳をみると，河内・播磨・伊

勢・紀伊・丹波・土佐・丹後・大和・伊賀など

の国名を表す屋号，田原本陣屋町周辺の村落を

示す屋号，御所・大津・大坂・宇陀・木津など

のどちらにも分類されない屋号がある。屋号か

ら田原本陣屋町を位置付けると，奈良盆地中央

部の集落と結びついていたと推定できる。

これらの屋号名から田原本陣屋町の周辺村落

と一致させると次のようになる(図9)。 田原

本に最も近い小室は，田原本村内であって，田

原本陣屋町の北側に面しており，陣屋町が発展

するに従って一体化した集落と考えられる。他

に十六面をはじめとする平野領の村落を含めた

西側の村落と 9 田原本を南北に貫通する中街道

に沿った村落に，数値が高くなっている。周辺

村落名の屋号が，各村落の出身者と捉えるなら

)前章までは，陣屋町を細分化しながらブロッ

クごとに性格付けを行ない，全体を把握しよう

と試みてきた。次に本章で、は陣屋町を一つのも

のとして見なして，平野領，その周辺の旗本，

天領との位置関係から田原本陣屋町を考察する。

田原本陣屋町の位置は平野領内において東に

偏っており，単なる平野領内だけの中心地では

ないと思われる。そこで，田原本陣屋町内の居

住者の屋号に着目し，若干考察を加えておく。

屋号には，職業名または地名を表すものが多

い。前述したように，職業屋号は職業変更から

の実際の職業とは異なる場合が多い。また，地

名屋号については，必ずその地名の出身である

と断定することはできないが，田原本陣屋にお

ける地名屋号の中にはあまりにも周辺村落名が

多く，このことは注目すべきである。そこで史

料に従って地名屋号をみていく。

「惣町分井毛附畝附物成高・南新地大門町畝

附取米帳」に記載されている屋号には，小室・
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表 3 田原本・今夏間の中街道沿い村落

における商工業者とその数

村名 業種 職 種

医師 本道(1 ) 
ーーーーー ーーーーーーー一ー四』ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

桶や(1 )・足袋や(1 ) 
紺や(2 )・大工(1 ) 

職人 木履細工(2 )・傘や(1 ) 
畳や(1 ) 

新町村 酒造 (5 ) 
由ー・ーーー 担問ー』司ーーーーー『ーーーーーーーーーーーーー『喧ーーー

古手や(28) ・椛や(2 ) 
綿や(10) ・泊や(4 ) 

商人 くわしや(1 )・薬種や(1 ) 
穏や(4 )・材木や(1 ) 
古道具や(2 ) 

医師 ( 1 ) 
ーーーーーー ーーーーーー回一ーーーーー--ー四ーーーーー--ーーーーー
職人 大工(2 )・かちゃ(3 ) 

八尾村 瓦や(1 )・橋や(1 ) 
常盤町 ーーーーーー 同司自一ー--ーーーーーーー一ーーーー--ーーーーーーーー

粧や(1 )・木薬や(1 ) 
商人 くわしや(2 )・かせや(2 ) 

酒 造 (2 ) 

職人 酒 造 (1 )・油屋(1 ) 
傘屋(1 ) 

ーーーーーー ーーーーー一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーー_.

糸(1 )・木綿(1 )・綿(1 ) 
小間物(1 ) 

鍵村 質屋(2 ) 
商人 俵数仲買(2 ) 

鍋鎌鍬(1 ) 
運送荷次(1 ) 
肥やし(3) 

注)斜字は兼業

新町村，八尾常盤町は「享保9年村鐙J(大和郡

山市・柳沢文庫写本)Ii'田原本町史・史料編第1

巻Jj，鍵村は「天保14年余業書上ヶ帳J(鍵・中島

義一文書)[i'田原本町史・史料編第2巻Jより作

成

ば，田原本を中心にしてほぼ同心円上の村落か

ら田原本陣屋町に集住してきたと考えられる。

田原本陣屋町の町屋地区が大きな発展を遂げ

たことは，経済的な要因，とくに陸上や河川交

通による物流によるところが大きい。本節では，

田原本陣屋町の外港として位置付けられる今里

浜について触れておく。

近世において，大和川および支流の寺)11・曽

我川・佐保川には川舟が遡流していた。これら

の川舟は魚梁舟といわれ，今里村や松本村には

「浜J40)があり，陸上交通と河川交通の接点と

なった。松本村では自村居住の半左衛門が問屋

を営み， 1"大和川通用舟七拾三般壱般へ荷物拾

五駄積J41)とあり，舟の大きさとともに荷物の

運搬に利用していたことがわかる。また，田原

本の鍵屋七兵衛が荷物の取次をしていたこと山

は，田原本陣屋町が今里村と深く結びついてい

たことを示唆する。

物流の観点、から品物に着目すると田原本陣屋

町内では河内国の桃が売られていた(史料3)

円。この桃が運ばれてきたルートについては明

確ではないが，河内国と大和川の位置関係から

考えても，今里村の浜を利用したのであろう。

また，今里村と田原本陣屋町の聞の中街道沿

いでは，新町村44) 八尾村山，鍵村が位置して

いる。とくに，新町村は物流の影響によって大

きな発展を遂げたものと考えられる。新町村は

田原本陣屋町の北側と近接しており，商工業者

の居住数からみても農業色の強い村落ではなし

田原本陣屋町の補完的な要素をもつまでに発達

したとみなすことができる。新町村北側の八是

村は，本村とは別に町場(常盤町〕が発達して

おり，商工業者がかなり多くみられる(表 3)。

それに対して，田原本陣屋町より南側に位置す

る八傑村46)では町場は発達しておらず，商工業

者の居住はほとんどみられない。

以上のことから，田原本陣屋町は今里村や松

本村に存する浜と密接に結びついて，平野領の

枠を越えた経済活動が行なわれており，松本村

や今里村は田原本陣屋町の外港として位置付け

られる。また，陣屋町に付帯するように新町村

(2) 外港として「浜」と陣屋町北側の町場形 に町場が形成され，田原本と今里村との聞には

成 かなりの商工業的発展が考えられる。その反面，
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田原本陣屋町南側に接する村では商工業者の居 けた。第1に，内部消費を目的とする商業およ

住も少なく，商工業活動に乏しい。したがって， ぴ手工業機能を備える陣屋町中央部分，第2に，

マクロ的な観点に立つと，田原本陣屋町は北側 陣屋町外部との結節となる外部消費を中心とす

の新町村と一体となり町場としての機能を果た る商業および手工業機能を備えた東側部分，第

していて，また外港である今里村とも強く連帯 3に，比較的農業従事者が多く，専ら消費をめ

していた。

VII. むすびにかえて

本稿は近世都市の問題との関連において，田

ざすのではなく農業生産機能を備えた南側部分

である。これらのことからも，近世の村落とは

大きく異なり，都市的な要素を多分に備えてい

る。

原本陣屋町の地域構造にアプローチしたもので 4) 陣屋町内の宮廻り畑や陣屋町近接の農地

ある。その結果は次のようにまとめられる。 は陣屋町内の居住者によって所有されていた。

1) 田原本陣屋は交替寄合平野氏の設置した また，陣屋町内では，農業従事者の居住がかな

もので，陣屋設置以前，教行寺を中心とする寺 りみられ，商工業従事者との混住がみられる。

内町が形成されつつあった。寺内町は陣屋町形 中には，農業と商工業を兼業するものが多く存

成の基盤となり，町屋を展開させる要素となっ 在している。ミれらのことから，陣屋町は商工

た。陣屋町の形成は，寛永12(1635)年の教行 業的発展がみられる反面，農村的要素を強くも

寺の退去および寛文 8(1668)年の田原本火災 つ町であった。

後と見なすことができる。その後は平野氏の所 町 田原本陣屋町には，周辺村落から集住し，

領変更もなく，明治に至った。陣屋町が長期に 商工業を営む者が多数いたものと考えられる。

存在し，さらに拡大することができた要素とし それらの出身者は，田原本陣屋町を中心にして

て，平野氏の長期的統治と町屋機能の発達があ ほぼ同心円上を描く位置に存在する村落からの

った。町屋機能の発達において，寺内町を起源 ものであった。

としていたことと中街道に面していたことは 6) 田原本陣屋町をミクロな観点からみれば，

陣屋町の町屋機能をより継続させた。 町は南側へ発展しているように考えられる。し

2) 田原本陣量町は，道路・濠・水路の面か かしながら近接村落との関係からマクロな観

らみても，寺内町形成時に計画されたものをほ 点で把握すると.その田原本陣屋町の経済的発

ぽ踏襲しており，計画的な小都市と見なすこと 展過程は物流の影響を受けており，その要因と

ができる。陣屋と侍屋敷は一体となって濠で囲 して今里村の浜を外港としていたことが考えら

まれ，町屋地区との区分がなされており，さら れる。さらには，これらの影響を受けて，中街

に町屋を取り囲むように濠がめぐらされている。 道沿いの新町村や八尾村に町場が形成されるま

また，各々の屋敷地は短冊型が基本となり，こ でになった。新町村における町場の形成は白原

れらの点では城下町の地割に似た形態をとって 本陣屋町の北側への拡大と相まって，商工業機

いる。

3) 安永年間には，陣屋町は大きく展開して

おり，土地所有関係による階層関係ができてい

能を相互に補完することになった。

城下町研究が近世都市の典型として明らかに

されてきたのに対し，数の上からもかなり多く

た。このことは，町屋地区内の商工業ならびに を占める陣屋町については，その研究が遅れ，

立地と深く関連し，各町ごとの機能特性を生み 未だ明らかにされていない問題がある。個々の

出した。陣屋町南側の拡大をみるとともに，居 事例研究の積み重ねによって，近世都市史の解

住者の職業から各町の性格付けがなされる。そ

して，このことから陣屋町を 3機能に分類する

ことができ，それぞれの機能を地域的に特徴づ

明にもつなげていくべきである。
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THE REGIONAL STRUCTURE OF TAWARAMOTO JINYAMACHI 

IN YAMATO-NO-KUNI 

Hiroshi TSUCHIHIRA 

While jokαmachi has been regard巴das a main subject of study on cities in the 

Edo period， jinyαmachi has attracted few studies. However， jinyamachi study is essen-

tial to identify the whole picture of urban systeme in the Edo period. This study takes 

Tawaramoto of Yamato-no-kuni as a cas巴 ofjinyαmachi， and attempts to identify its 

regional structure through reconstruction of land divisions， waterways， and roads through 

archival and field surveys. 

The Tawaramoto jinyamachi consisted of a jinya (government office) and a 

mαchiyα(residential area for manufacturing laborers). The machiya comprised thirteen 

machis， each of which was separated from the others by waterways. An average strip of 

land in a machi had a narrow frontage and long sides. However， some blocks contained 

the plots with wid巴 frontages owned by some influ巴ntialpersons. The annexation of 

plots in Shibamachi， Honmachi， Chamachi， Zaimokumachi indicates the existence of a 

wealthy hierarchy among the inhabitants. 

The analysis of the occupational structure led to the following characteristics of 

each machi. (1) Ichibamachi， Honmachi， Uomachi， Chamachi， Kyukenmachi had 

commercial and manufacturing functions to supp1y the need of jinyamachi and its 

vicinity. (2) Yawatamachi， Ajimamachi， Zaimokumachi， Sakaimachi， and Miwamachi， 

which contained the majority of inns for merchants and freight agents， had commercial 

functions outside th巴 jinyamαchiand remote places. (3) Minamihonmachi， Minamishin-

machi， and Daimonmachi comp1emented commercia1 and manufacturing functions of other 

machis. 

The ana1ysis of occupationa1 structure a1so identified many farmers inside the 

jinyamachi. Minamihonmachi， Minamishinmachi， and Daimonmachi were more agricul-

turally oriented than in other machis. 

Th巴 merchantsand manufacturers in Tawaramoto were likely to have moved 

from surrounding areas within five kilomet巴rs. Imazatohama， which served as an outer 

port， was located in the north of Tawaramoto. Commercia1 and manufacturing sectors 

were d巴velopedin Shinm旦chimuraand Yaomura between Tawaramoto and Imazatomura. 

Tawaramoto thus served as the c巴nterof the regional structure. 

Different case studies of jinyamachi are necessary to throw more light on the 

.history of cities in the Edo period， for many aspects of jinyαmachi have not been clarified. 
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